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研究成果の概要（和文）： 

中国の朝鮮族と回族を抽出し、民族教育の経験と民族アイデンティティの相関性について歴史

社会学的研究調査を行った。その結果、１）両民族とも民族教育経験者が民族の矜持が強いこ

と、２）同民族内のネットワークに依拠し、漢語と民族語を駆使し対外通商業務、出国、留学、

出稼ぎを行うという共通点があることが分かった。両民族はグローバル化の波にのった「成功

した」民族であり、その鍵は民族教育にあることが分かった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Focusing on the Korean and the Hui nationalities in China, we made a comparative study 

on the relationship between ethnic education and ethnic identity. We conducted a survey 

to investigate their ethnic socio-historical relations. We have found the following facts. 

First, those who experienced ethnic (formal or non-formal) education maintain strong 

ethnic identity and pride. Second, based on ethnic networks, they make full use of their 

bilingual skill when China has become a global economic power and needs translators and 

traders, while some immigrate abroad for study or odd-job to their “imaginary homelands”. 

These two nationalities are “exceptionally successful” in term of ethnic education and 

economic prosperity. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 朝鮮族と回族のディアスポラ性に着目
し、近隣諸国にも同エスニシティや宗教信仰
者が住んでいるなど、省境、国境を越えた交
流、移動がさかんであるという共通点がある
こと。 

(2)両民族の民族教育は近代において民間か
ら始まり、教育運動・文化運動という自発的
形態をとって発展したこと。 
(3)民族教育のカリキュラムは、1949 年の「解
放」以前は、海外勢力のカリキュラムにのっ
とっていたこと。 
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(4)両民族は、民族問題が深刻といわれる中
国の中で、分離主義やテロの心配のない「愛
国的民族」で、教育程度も高いと漢族側から
評価されてきたこと。 
(5)90 年代以降、民族アイデンティティが強
化されているという事象がみられる。ヒト・
モノ、情報の移動量が急増しているというこ
と、などがその背景にある。 
 
２．研究の目的 
朝鮮族と回族の近代民族教育史とその教育
を受けたものがいかなる民族アイデンティ
ティを持っているのかを検討する。そして、
グローバル化の時代に省境や国境を越えて
移動するこれら二つの民族にどのような共
通点があり、どのような相違点があるのかを
考察し、今後の中国の周縁民族のありかたに
ついての一つの観点を実証する。 
 
３．研究の方法 
(1)文献史学的方法：档案資料（台湾国史館、
延辺の档案館）や民国時代の雑誌をつかって、
「解放前」の朝鮮族、回族の民族教育の実施
状況を検証した。また、日本敗戦後の関内の
朝鮮人の帰還や残留について、実証的な研究
を行った。さらには、回族の関連エスニシテ
ィであるウイグル族の「創成」についても、
文献学的調査を行った。 
(2)オーラルヒストリーの方法：「満洲国」期
「解放戦争」期に民族教育を受け朝鮮族老人、
回族老人に、面談調査し、当時のカリキュラ
ムや学生の気質、教員の実情についての記憶
をたどってもらった。また、国共内戦期、1949
年以降の教育のありかた、反右派闘争・文革
時代の「弾圧」の実態も面談調査し、その内
実を分析した。また、戦前戦後、医療機関に
留用された日本人にもインタビューした。 
(3)アンケートをつかった社会学的方法：朝
鮮族（在延辺・在ソウル）と回族（在山東、
浙江、雲南）に対してそれぞれ（109 人、127
人）にアンケートを実施し、民族教育と民族
アイデンティティの相関性について調べた。 
 
４．研究成果 
(1)松本ますみは、①文献学調査に基づき、
中国回族女性独自のイスラーム宗教教育機
関である女学の歴史を民間史料から浮彫に
した。そして、世俗政権との軋轢や譲歩の歴
史を描き出した。②イスラーム学校の学生や
卒業生との面談調査、アンケート調査をし、
「経済的豊かさへの追求」と「敬虔さ」が回
族の中ではリンクしていることを証明した。
民衆史、特にマイノリティ史、ジェンダー史
と中国におけるイスラーム社会の変容とい
う宗教社会学的研究に位置付けられる。この
ような研究は従来なく、非常にオリジナリテ
ィに富むものである。今後の課題は、世俗的

高等教育を受けた回族の若者の回族アイデ
ンティティのありよう――漢化/世俗化する
か、ムスリムであることで自尊を得るか―に
ついての調査を遂行することである。さらに
は、中国のディアスポラ・マイノリティと他
の国家・地域のディアスポラ・マイノリティ
の共通点と相違点を国家制度、社会的要素等
から検証することである。 
 
(2) 小林元裕は関内における朝鮮族の歴史
的な動向を分析・検討した。日本敗戦に伴う
朝鮮人の送還に関する先行研究は、華北から
の送還の中心地、天津の状況を分析した論文
が中国で発表されている。が、それはあくま
で戦後送還事業を中心に分析しており、戦前
と戦後を結ぶ視点は欠落している。小林の成
果は戦前と戦後を結びつけ分析した点にあ
る。今後の展望として、関内残留朝鮮人の現
在までの軌跡を視野に入れ論文を作成する。 
 
(3)権寧俊の研究課題は、文献調査と現地調
査、面談調査を通して、朝鮮族の国民意識と
民族アイデンティティの形成に関する「民族
教育」の役割を明らかにすることであった。
従来の朝鮮族研究では、民族教育問題、人口
移動問題、民族アイデンティティ問題に関す
る分析はされている。しかし、それらを結ぶ
視点が欠けていた。権の成果はこれらを総合
的結びつけ分析した点にある。また、中国国
内の朝鮮族だけでなく、韓国内の朝鮮族と比
較分析することで、海外の朝鮮族の状況も明
らかにした。さらに、統計資料、「アンケー
ト調査」、面談調査に基づく研究成果は今後
の朝鮮族及び中国少数民族の研究において
も、非常に参考になると信じる。 
本研究では、現代朝鮮族の人口流動は民族

教育や民族アイデンティティの問題だけで
なく、次世代の伝統文化意識、言語観、宗教
観などにも大きな影響を与えていることが
明らかになった。そこで、今後は第一に次世
代の問題に注目して研究を進めていきたい。
第二に、在日朝鮮人との比較研究も今後の課
題である。「ディアスポラ性」という点で共
通であるにも関わらず、中国朝鮮族は在日韓
国・朝鮮人と相違点が多いからである。 
 

(4)小林（新保）敦子は、モンゴル族、チベ
ット族、サラール族、彝族、回族、朝鮮族な
ど少数民族地域の民族教育現場を実地に検
証、教員にアンケート調査及び面談調査した。
その結果、朝鮮族と回族が例外的に民族教育
に対して熱心であり、それが省外/海外への
移動、経済的豊かさへの希求と密接な関係が
あることを明らかにした。逆にいえば、両民
族以外は、「漢化」の前に民族教育が危機に
瀕しているという従来指摘されてきた事実
を再確認した。このように多くの少数民族の



 

 

教育現場を実施検証しながら中国少数民族
教育問題を比較した研究は従来なかった。今
後の課題として、中等教育機関における進路
指導が各少数民族間でどのように異なり、そ
れが民族アイデンティティとどのように関
連しているのかの追跡調査が必要であろう。 

 
(5)花井は「満洲国」期教育を受けた朝鮮族
の教育経験の聞き取り調査を行った。植民地
教育である満洲国時代の教育を受けた民衆
の記憶について現在の語りを分析し、満洲国
の教育経験が 1949 年以降の社会上昇と関わ
りがあることを考察した。公定の歴史には掲
載されない民衆史、社会史的視点からの研究
として位置づけられる。また、現在の朝鮮族
の社会調査、学校調査、聞き取りを通して、
朝鮮族の省境/国境を越えた人口移動は民族
教育と深い関係があることについて明らか
にした。今後の課題は、さらなる聞き取りを
重ね、この事実を実証していくことにある。 
 
(6)清水はこれら二つの「模範的」少数民族
と対極にあるウイグル族をとりあげ、彼らの
近代における民族アイデンティティ形成の
プロセスについて検討した。ウイグル族の民
族アイデンティティについては、近年国内外
で研究が進展しつつあるものの、資料的制約
もあり未だ研究上の空白が多い。清水の成果
は、世界各地から収集したウイグル語史料に
もとづいて、「ウイグル族」としての近代的
な民族アイデンティティを形成していく過
程を実証的に検討した点にある。検討をとお
して、中華民国期にはウイグル・アイデンテ
ィティが必ずしも支配的ではなかったこと、
その背後には新疆に対する先住性の主張が
存在していたことを明らかにした。 
 今後はディアスポラである回族や朝鮮族
とウイグル族を具体的に比較検討したい。そ
のような作業を通して現代中国の多民族国
家としてのあり方について、より深く考察す
ることが可能になると思われる。 
 
(7)砂井は、回族の民族アイデンティティに
おける民族教育の役割について福建省で調
査研究を行った。砂井の調査地の回族は、祖
先が過去ムスリムであったという民族的出
自にその民族アイデンティティの重点を置
く。民族識別工作以後に回族としての民族事
業を「恢復」し行うようになった。先行研究
には、民族政策と民族アイデンティティの相
互作用と伝統主義復興の分析がある。しかし、
イスラーム教育やモスクを場として展開す
るネットワークについてはほとんど触れら
れていない。砂井の成果は、20 世紀初頭およ
び 1990 年代半ばから現在、イスラーム教育
を受けた調査地の新旧の回族の民族アイデ
ンティティ形成の変容を検証し、回族アイデ

ンティティの多元性・多様性を提示する点に
あった。今後、4 年間で得た事例をとりまと
めて福建のムスリム教育についての論文を
作成する。さらに、民族と国籍をこえたムス
リムの協働と地域との関係に着目して調査
研究を実施したい。 
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